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テーマ：「人・もの・こと」と豊かに関わり、自己の学びを創り上げていく子どもの育成 

～わくわく・とことん・どきどきの質をもっと高めていく授業の創造～ 

学校名：福島県小野町立小野小学校 代表者：小荒井新佐 報告者：小荒井新佐 

全教員数：３９名 

実践研究を行う教員数：２４名 

全学級数・児童生徒数：１８学級・３８６名 

実践研究を受けた学級数・児童生徒数：１８学級・３８６名 

１．研究の目的（テーマ設定の背景を含む） 

本校の生活科・総合的な学習の授業においては、３年前から取り組んでいる

教科横断型の「探究型ふるさと学習」という実践がなされ、子どもたちが自己

の学びを極めようとする姿が見られ、「わくわく・とことん・どきどき」が少し

ずつ具現化してきた。しかし、令和４年度の STEAM教育推進の過程で痛感し

たことは、小学校では「人材育成」という教育観念が高校や大学に比べ、大き

く欠如していることであった。小学校教員の「学力観」は依然として数値で表

れる基礎的・基本的内容の習熟度を中心にしたものだった。今年度研究では、

小学校教育及び小学校教員の意識を根本から変革し、次の世代を担う子どもた

ちを育成する本当の意味での STEAM教育を推進することとした。この小学校

段階での人材育成を模索する動きを本校では「学校の STEAM化」と表現し、

学校改革・授業改革の両面から研究を進めることとした。 

そのためには、まずは、学校教育の「出口」である通知表を大きく改善する

こととした。特に、児童の生活の様子を評価する欄では、OECD Learning 

Compass 2030 を参考に本校独自のキーコンピテンシーを制定することとし

た。また、授業においては、前年度の「極める・生み出す」学習活動を継続し

ながらも、これまでの STEAM教育実践で培った経験を生かし、児童の発達段

階に応じた STEAM教育の段階を策定し、人材育成の素地を本校なりに明確に

することとした。また、学校行事に STEAM教育の理念を導入し、結果だけで

はなく、過程を大切にする学校行事への改善を図ることとした。この学校行事

の取組は、特に、運動会と小学校の創立１５０周年行事における改善を中心と

し、準備から実践まで時間をかけて推進することとした。 

さらに、本校における STEAM 教育の取組を福島大学の「福島型 STEAM 教育の開拓」事業と連携させ、専門的な分

野からのご意見をいただくとともに、教員の意識改革ができるよう担当教授による講演会や指導助言の機会を設けるこ

ととした。また、福島工業高等専門学校、小野町社会福祉協議会、そして、小野町の事業所の社長や取締役の集まりであ

る「小野町異業種交流会」等という多様な団体との連携を深め、小学校教育における人材育成の在り方に関するアドバイ

スをいただくことにした。 

 

２．研究にあたっての準備（機器・材料の購入、協力機関等との打合せを含む） 

 

2023年度 日産財団理科教育助成 成果報告書 

 

１ 体育館用常時設置スクリーンの購入 

 体育館は運動だけではなく、研究会や児童のワークショップ、集会でも利用する。この

体育館にスクリーンだけではなく、教師・児童用のタブレットを Bluetooth でダイレク

トに接続できる液晶プロジェクター・AppleTV を設置した。音響効果を上げるために外

付けアンプと外部スピーカーも設置したため、活用率が高まった。 

※ 今年度の日産財団の助成金ではスクリーンのみを購入。その他は、町予算を活用。 

  

 

２ 福島大学の「福島型 STEAM教育の開拓」事業との連携・打合せ 

 今年度は福島大学の「福島型 STEAM教育の開拓」事業を進める中田文憲教授および新井浩教授との打合せ回数を

増やすとともに、福島大学の「STEAMラボ」を教員が訪問したり、小学校における人材育成と小学生の発達段階に

おける STEAM教育の推進の仕方についてアドバイスをいただいたりした。また、１１月１７日に開催する本校の研

究公開や２月の STEAM  FESTIVALにおいては、事前に複数回にわたって打合せを行った。 
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１ 人材育成を視野に入れた「学校の STEAM化」への取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①人としての

根源的な力

３項目

１４視点

●必須事項

内省的思考力

（思慮深さ）

生活力・元気力

共感力・優しさ

発想・創造力

目標や夢に向かう力

コミュニケーション力

協働・協調力

ICT活用力

論理的思考力

探究・問題解決力

②新たな価値

を創造する力

●７項目から

一つを保護者

が自己選択

自主・自律性

人間関係構築力

忍耐力

自己肯定力

③責任ある行

動をとる力

●４項目から

一つを保護者

が自己選択

（全校児童の通知表に評価項目として記

載した。） 

（上記②の７項目、③の４項目から、保護者が自分の子どものよさとして伸ばしたい項

目を一つずつ自己選択し、それをその子の通知表の評価項目として記載した。） 

（１） 教育及び授業の出口である通知表の改革 

社会構造が大きく変化することが予想される中で、未来

に生きる子どもたちの姿をイメージして教育をしていく人

材育成は、今の時代は必要不可欠である。しかし、「学校改

革」という学校側だけでの改革ではなく、保護者の意識も

変えていく必要がある。そこで、通知表の改革を進めるこ

とにより、教員だけでなく、保護者の意識も一緒に変える

ことをねらって「小野小らしいキーコンピテンシー」を根

底に据えた通知表の改革を実施した。 

特に、「生活の記録」に関する評価項目は、今年度、研究

を重ね、文部科学省指導要録、キャリア教育の基礎的・汎

用的能力、OECD Learning Compass 2030のすべての項

目をカテゴライズし直し、本校独自の「キーコンピテンシ

ー」を以下のように設定した。 

全員に身につけたいことを「①人としての根源的な力」

とし、１４視点を通知表に記載し、評価をした。また、「②

新たな価値を創造する力；７項目」「③責任ある行動をとる

力；４項目」については、保護者が自分の子どものよさと

して伸ばしたい点をこの中から一つずつ自己選択をし、担

任はその意向を受け、その子の通知表上でその子の見取り

結果を評価するという「一部オンデマンド形式」の通知表

とした。その結果、通知表が、一人一人の通知表にて評価

項目が異なる「その子専用の通知表」となった。 

（２）学校行事の STEAM化 

① 運動会の STEAM化 

本校の運動会では、徒競走、チャンスレースなどの個人走を廃止し、団体競技だけの

運動会とした。それぞれの種目は、体育科の面からだけではなく、各教科との横断的な

取組とし、種目の中に生活科や総合的な学習の時間の学びの成果やアート的な内容、そ

して、ダンスを取り入れた紅白対抗種目とした。そして、単に紅白で勝ち負けを争う表

彰の他に、子どもたちのがんばり度や観客へのアピール度を競う「本気！元気！フルパ

ワー賞！」という表彰制度も取り入れた。この表彰は、それぞれの種目ごとに、観客が

自分のスマホから紅白どちらかに web上で投票する「紅白歌合戦」方式の投票とした。

運動会当日の投票総数は、５０００票を超え、観客と子どもたちが一体となって、運動

会を楽しむことができた。このような運動会を私たちは、「シン・運動会」と呼んでいる。 

 
② 創立１５０周年記念行事の STEAM化 

 本校は４つの旧小学校が統合し、４年前に開校した。旧４小学校はいずれも明治６年に開校している。この旧小学校の歴史と本校の４

年間の歴史を通算すると今年度は小野町に小学校ができて１５０年となる。そこで、「おのまち小学校１５０年祭」として、町の社長さん

方がつくる「小野町異業種交流会」と学校・PTAが協力してこの行事を行った。記念講演会では、学校で取り組んでいる人材育成を視野

に入れ、「学年ビリから東京大学に合格」した西岡壱誠氏を講師として招聘した。講演後のセッションでは、高学年児童、教員、保護者、

地域の社長さん方、地域の一般住民が一緒になって、「まなぶ・かわる・みらい」をテーマに、未来に向けた人材育成の在り方について議

論をすることができた。この行事は、学校が地域の社長さん方と連携することで、探究型ふるさと学習で実践するＳＴＥＡＭ教育の重要

性を理解していただくきっかけとなった。 
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２ 発達段階における STEAM教育の在り方を考えた授業実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（１）小野小学校における STEAM教育の発達段階的位置づけ 

STEAM教育を小学校で実践していくために、まずは小学校内での発達の段階

を３つに分けた。小学校６年間を３分割し、低学年・中学年・高学年という区切

りでそれぞれの実態に応じた目標を設定した。低学年は STEAM教育の導入期と

いう位置付けで「耕し・種まき期」という名前を設定した。これは、言い換える

ならば、探究の基礎を身に付けていく期間である。中学年は「水やり期」とした。

低学年で、身に付けた道具の使い方や、表現方法を活用して、自分が考えたこと

を実践したり、表現したりしていく期間とした。高学年は「収穫・次の計画期」

とした。中学年で実践してきた経験が知恵となって自分の学習に活かすことがで

きる期間という位置付けで設定した。自分たちで考えたことを実践しながら学び

を深めることができたり、友達やプロから学び新たな視点でものごとを見ること

ができたりするなど、少しずつ自分の取り組みを形（成果）にしていく期間とし

た。 

 

 （２）子どもが「誰かのしあわせ」を考えた STEAM教育の授業実践 

 

 

 

 

「ライジングプロジェクト学習」

の実践 
① 学年・学級（またはグループ）で「やり遂げた

いこと」「創り上げたいもの」（プロジェクトテー

マ）を決める。 

② 実現するための方法や取り組み内容を洗い出

す。 

③ 個人やグループが、その一翼を担うように組織

化する。 

④ 課題や問題を「極める」取り組みをする。 

⑤ その過程を発信し、互いに「極める」ための深

掘りをする。 

⑥ 結果を発信しあい、さらなる「深掘り」点を探

す。 

子どもが誰かのためにしあわせを創り出す学び 

５年１組の「おのまちをしあわせにするおそうじロボット」 
  ロボットをアーム、タイヤ、ごみそうじパーツなどのプロジェクトに分かれて製作し、１体のロ

ボットとして完成させた。その過程で、ロボット作りに悩んだある子どもが、福島高専の「ロボコ

ン部」に自主的に手紙を書いたことで、福島高専とのつながりが生まれた。 

「おそうじロボット」初号機 
 

「おそうじロボット」２号機 
 

 

ロボット作りで知り

合った福島高専の学

生さんの「廃炉ロボ

ット」は、ふくしま

の未来としあわせを

小学生が深めるきっ

かけとなった。 
 

５年２組の「おのまちをしあわせにするくつろぎチェア」 
  お年寄りが多いこの町で、街中でもお年寄りの方がちょっと休めるようにという思いから

始まったイスづくり。廃材を探して材料を集め、子どもたちが自ら指導をしてくださる大工

さんを探した。イスの高さ、背もたれの角度をお年寄りの方の姿から工夫した。 

 

４年生の「ボッチャでみんなを笑顔に！ みんなをしあわせに！」 
  パラスポーツの「ボッチャ」のおもしろさを知った４年生は、学年全体で、ボッチャでみんな

を笑顔にするプロジェクトに挑戦した。ボッチャフェスは、小野小学校の全学年のみならず、認 

定こども園、聴覚支援学校、デイサービ

スセンター、そして、親たちまで巻き込

んだ。一緒にボッチャをすることが、相

手意識を生み、相手に対する思いやりに

つながっていった。 

２年生の「おもちゃラン

ド」で１年生をえがおに！ 
１年生をえがおにしようとするために、仲

間とけんかをしながらでも、本気で取り組ん

だ「おもちゃランド」。「どうすれば１年生が

楽しめるか？」という問題は、極めていけば

いくほど、相手意識を「おもちゃ」の仕組み

とルール作りに盛り込むことになった。 

交流会が終わり、1年生がえがおになり、

後片付けの時に、自分たちもやっとえがおに

なった 2年生だった。 

「ライジング」は小野小オリジナル

Tシャツのロゴにも採用されてい

る。 
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４．研究の成果と成果の測定方法 
 今年度の研究全体に関する本校教員へのアンケート結果と図書文化社の「hyper-QUテスト」をもとに本研究を検証した。 

 その結果、まず、一つ目「子どもたちの成長」に関しては、大きく分けて２つの項目が浮かび上がってきた。１つは、子どもたちの

人へ関わる力が育ってきたということである。「相手意識」「友達のよさの実感」「コミュニケーション」「視野の広がり」など、人と関

わるよさを感じる記述が多く見られた。これは、教師対子どもではなく、教師が子ども達の伴走者となり子どもたち同士の関わりを大

切にしてきたことの成果だったのではないかと考える。 

 二つ目は課題解決能力が育っているという記述である。具体的には、「自分で考える姿」や「自主性」「創造性」「表現力」などのキー

ワードがあげられた。これも様々な体験をすることで、次はどうしたらよいか、自分には何ができるかを子どもたち自身が自分の頭で

考えるサイクルが出来上がってきているからだと考える。前述したように、教師が伴走者となり子どもたちに生活・総合の授業、学校

行事を任せたことで、「自分たちでやらなくてはいけない」という意識が育ってきている証でもある。５月と１２月に行った「hyper-

QUテスト」の変容を見ても、子ども自身が自分たちの成長を実感していることが分かった。例えば、第１学年では、「クラスの人から

すごいなと言われることがある」という質問で５月から１１月にかけて１８％も数値が上がっている。また、４学年では「友達に認め

られている」という質問項目で１０％の数値が上がっていた。児童一人ひとりが自信をもって学校生活を送っていることが伝わる。教

師が感じている子どもの成長が、子ども自身も感じていることが QUテストの変容からもわかった。教師の思いが子どもたちに伝わっ

ていることが何よりの成果である。 

「教師としての自分の成長」に関する記述でも、大きく２つの項目が浮かび上がった。 

「子どもの伴走者」に関する内容である。教員からは「子どもの声」「子どもの視点」「子どもを応援」と、子どもが中心とした記述が

多く見られた。今までの研究授業では教師を主語とした、教材研究や発問などの反省の記述が出ていたが、どの記述を見ても子どもに

寄り添った教員の姿が見られる。前述した「子どもの姿」があったのは、今回の実践を通して教師の視点が変わったことが大きく関係

しているのではないかと考える。その背景には、「一部オンデマンド形式」とした通知表により、教師が児童をよりよく見取ろうとした

ことが挙げられると考えている。 
 

５．今後の展開（成果活用の視点、残された課題への対応、実践研究の可能性や発展性など） 

【令和６年度学校経営改善のテーマ】…学校・地域を元気にする学校経営（第１年次） 

～～～あいさつ力を磨くことで、自己の生き方を前向きに創り上げていく子どもの育成～～～ 

 次年度、本校では「学校・地域を元気にする学校経営」の１年次として「あいさつ力を磨く教育の推進」に取り組むこととした。こ

れは、今年度まで実践してきたＳＴＥＡＭ教育の延長であり、ＶＵＣＡの時代に必要とされる力を「あいさつ力」という視点から子ど

もたちの資質・能力や行動力を高め、子どもたちに前向きに生きていこうとする力をつけ、子どもたちと先生方の well-being をめざ

そうとする取組である。この取組では、子どもたちに「あいさつをしなさい」という言葉をかけずに、あいさつに必要な諸能力をすべ

ての教育活動で高め、先生・友だち・地域の方々とのふれあいの中で、それらのあいさつ力が磨かれるようにしていきたい。人間が人

とのかかわりの中でどのような言葉と態度であいさつを行い、あいさつをした後、どのような会話をしていくかという対人関係の流れ

は、「観察→状況判断→意思決定→実行」というＯＯＤＡループそのものであり、探究的教育活動のプロセスでもある。そのために、教

科横断的、および、地域に開かれた教育課程を創造し、学校の元気によって地域も元気にする教育研究を実践していくこととした。 

６．成果の公表や発信に関する取組 

 

７．所感 
学校の STEAM化を目指し、通知表改革を先頭に、学校行事や授業の改善を図ってきた。特に授業においては、子ども達の発達段階

に応じたＳＴＥＡＭ教育の視点を明確化したことで、子どもたち一人ひとりの成長を大切にした教育の必要性を再確認できたとともに、

教員自身の視野を広げることの大切さを実感することができた。未来に向け、本校で取り入れた STEAM教育の視点は、まさに子ども

たちがこれからの社会で生きていくために育むべき資質、能力が含まれていることを各学年の教育実践から強く実感した。AI技術が発

展していく今だからこそ、人との関わりが必要不可欠であることを生活科や総合的な学習の時間の子どもたちの取り組みから再確認し

た。何を目指して子どもたちを育てていけばよいのか、その筋道となったのが STEAM教育の視点であり、通知表の改善であった。 
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年
間
の
研
究
成
果
を
授
業
研
究
を
通
し
て
発
表

し
た
自
主
公
開
。
５
０
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迎
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